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本
書
は
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
室
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
が
、
地

域
歴
史
文
化
に
関
す
る
こ
の
一
〇
年
間
の
取
り
組
み
を
、
体
験
談
も
踏
ま
え

つ
つ
、
直
面
し
た
課
題
、
得
ら
れ
た
成
果
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
論
考
約

三
〇
編
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
序
章
「
地
域
歴
史
遺
産
と
い
う
可
能
性
」、

第
Ⅰ
部
「
地
域
社
会
の
変
容
と
「
地
域
歴
史
遺
産
」」、
第
Ⅱ
部
「「
地
域
歴

史
資
料
学
」
の
広
が
り
」
、
第
Ⅲ
部
「「
地
域
歴
史
遺
産
」「
地
域
歴
史
資
料

学
」
を
担
う
人
び
と
」、
終
章
「
地
域
歴
史
遺
産
と
地
域
連
携
活
動
」
と
い
っ

た
内
容
で
構
成
さ
れ
る
。
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
広
が
り
と
、
大
き

な
成
果
を
一
覧
で
き
る
。 

 

本
書
で
は
「
地
域
歴
史
遺
産
」
と
い
う
見
方
を
提
示
す
る
。「
地
域
歴
史
遺

産
」
と
い
う
考
え
方
は
、「
地
域
に
残
さ
れ
た
、
様
々
な
歴
史
を
明
ら
か
に
す

る
様
々
な
素
材
と
、
そ
れ
を
地
域
の
中
で
活
用
し
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
く
人
の
あ
り
方
が
、
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
大
き
な
眼

目
が
あ
る
と
し
、
歴
史
資
料
の
性
質
に
注
目
す
る
と
い
う
よ
り
は
、「
残
さ
れ

た
「
も
の
」
を
め
ぐ
る
人
と
人
と
の
持
続
的
な
関
係
に
注
目
す
る
」
概
念
で

あ
る
と
い
う
。
既
存
の
（
指
定
文
化
財
を
中
心
と
す
る
）
文
化
財
行
政
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
意
図
も
見
え
る
、
極
め
て
画
期
的
な
概
念
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
単
な
る
地
域
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
に
と
ど
ま
ら
な
い
」概
念
だ
と
い
う
。 

 

地
震
や
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
、
人
口
問
題
（
過
疎
化
・
流
動
化
・
少
子
高
齢

化
）、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
専
門
職
員
問
題
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
変

化
、
歴
史
・
文
化
に
対
す
る
意
識
の
変
化
な
ど
、
地
域
に
残
さ
れ
る
歴
史
資

料
・
文
化
財
を
取
り
巻
く
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
注
目
す
る
点
に
、
本
書
の

大
き
な
特
色
が
あ
る
。
現
代
社
会
の
変
化
、
地
域
文
化
の
担
い
手
に
も
目
配

り
を
し
て
、研
究
者
や
行
政
職
員
が
地
域
と
如
何
に
向
き
合
い
、地
域
の
人
々

と
と
も
に
考
え
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
次
世
代
に
如
何
に
守
り
伝
え
て
い

く
か
、
ま
た
担
い
手
を
育
ん
で
い
く
た
め
の
方
法
（
体
制
づ
く
り
）
や
事
例
が

様
々
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
兵
庫
県
下
の
取
り
組
み
を
一
様
に

モ
デ
ル
化
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
域
で
文
化
財
行
政
に
携
わ
る
者
と

し
て
、
共
感
で
き
る
よ
う
な
、
逆
に
耳
が
痛
い
よ
う
な
、
さ
ら
に
は
目
か
ら

鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
話
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。
地
域
の
歴

史
資
料
や
文
化
（
財
）
も
、
今
ま
さ
に
現
代
社
会
の
中
に
存
在
し
生
き
て
い

る
、
改
め
て
そ
の
よ
う
な
認
識
を
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

 

し
か
し
、
本
書
全
体
が
ア
ー
カ
イ
ブ
中
心
と
な
っ
て
い
る
点
に
若
干
物
足

り
な
さ
を
感
じ
る
。
対
象
と
す
る
資
料
に
よ
り
、（
例
え
ば
仏
像
や
民
俗
な
ど
）

抱
え
る
問
題
群
も
多
少
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
面
で
、
本
書

が
文
献
史
学
を
専
門
と
す
る
人
に
し
か
読
ま
れ
な
い
と
し
た
ら
残
念
で
あ
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
も
「
地
域
歴
史
遺
産
」
を
考
え
る
ご
く
一
部
だ
ろ
う
。
た
だ
、

地
域
と
の
関
わ
り
か
た
と
い
う
点
で
は
、
美
術
史
・
考
古
学
・
民
俗
学
、
建

築
史
学
・
社
会
学
な
ど
を
専
門
と
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
、
益
す
る
と
こ

ろ
は
極
め
て
大
き
い
と
思
う
。
今
後
、
学
際
的
に
「
地
域
歴
史
遺
産
」
と
い

う
概
念
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
各
地
で
実
践
例
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
文
化
（
財
）
に
関
わ
る
人
に
は
、
ど
の
よ
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う
な
分
野
を
専
門
と
す
る
に
せ
よ
、
是
非
と
も
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。
い

や
、
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
一
書
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 

（
坂
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亮
太
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